B5用紙

（定例）　　　　　　　　　　　　　　　（報告　中村　　　　　　　　）　

	山（山域・ルート）湊川・梨沢　七ツ釜渓谷


【日時】　17　年　12月18　日（日）～　12月　18日（日）
	


【メンバー】

Ｌ：田中、東川、竹ノ内、中村


（計４名）

【行動記録】

　旧桜木公民館前(５：５５)－葛西JCT（６：４５）－君津IC(８：００)－梨沢公民館P（８：３５）－梨沢入渓（９：０５）－大滝（１０：２０）－堰堤（１２：１５）－嵯峨山(１３：５０)－梨沢公民館P
(１４：４５)－君津IC(１５：３０)－葛西JCT(１６：５５)－大宮（１８：００）　　　　　　　　　　　　　　　　

上り　　時間　下り　　時間
【装備・食料等】

　　８ｍロープ。カラビナ、沢シューズ、スパッツ、ヘルメット、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　昼食。

【感想】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　この冬最大の寒波到来というめでたき日に　何の因果か沢登り。しかしメンバーは

岳稜会の平均年齢を引き上げている中高年４人組。寒風吹きすさぶなか、１０分前には全員集合。千葉方面での山登りは初めてのことであり車窓から見る景色も珍しい。

梨沢公民館に着いて車を置かせてもらいさあ、遡行開始。去年も登ったという田中さんをトップに濡れないように河原を進む。平凡な渓相なれど濡れては悲惨とヘツリが多くなり沢のぼりらしくなってくる。やがて七ツ釜なるゴルジュが現れる。

夏ならばドボンと飛び込み腰までつかれば簡単に越えられるが、足首以上は濡れたくないという状況なれば思案投げ首。見渡せば倒木が２本。水中に揺れる橋が完成した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
足元は揺れるが岩壁を手がかりに恐る恐る進みゴルジュを抜けてほっと一息。腹も減る。昼食後いよいよ６メートルの大滝に出会う。濡れてはいるが手がかり十分で難なく越える。右手の岩壁に石仏が彫られてあった。

　さて、沢も終わりを迎えようとしている。藪を抜けるとアスファルトの林道が待っていた。このあと嵯峨山に登り水仙を拝むのが第２のメインイベントだったのだが時期尚早。咲いているのはチラホラ数えるほどだった。一面に満開だったら見事なものだろうなと残念。

　下山道はアスファルトの道。途中、手掘りのようなトンネルを三つばかりくぐって車を置いた公民館に到着。

　初冬の沢登りを満喫した一日でした。
